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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主枝部と妻枝部とを有する曲尺であって、前記主枝部の外辺と前記妻枝部の外辺の交点
を曲尺角とし、前記曲尺角の部分に、前記妻枝部に平行な欠妻辺と前記主枝部に平行な欠
主辺とを有するる切欠を設け、前記主枝部の外辺に設けた目盛の原点を前記曲尺角とし、
前記妻枝部の外辺に設けた目盛の原点を前記欠主辺とし、前記欠主辺の長さを基礎ボルト
の呼び径の半分の長さとしたことを特徴とする曲尺。
【請求項２】
　請求項１に記載した曲尺であって、前記欠主辺が前記主枝部の内辺の延長線上に位置す
るよう配置したことを特徴とする曲尺。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２のいずれかに記載した曲尺であって、前記欠主辺の長さを６ｍｍ
としたことを特徴とする曲尺。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれかに記載した曲尺であって、前記主枝部の端部に、前記妻
枝部に平行な端欠妻辺と前記主枝部に平行な端欠主辺とを有する切欠を設け、前記主枝部
の内辺に設けた目盛の原点を前記主枝部の端辺とし、前記端欠主辺の長さを基礎ボルトの
呼び径の半分の長さとし、かつ、前記欠主辺の長さと前記端欠主辺の長さとを、互いに異
なる長さとしたことを特徴とする曲尺。
【請求項５】
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　請求項４に記載した曲尺であって、前記欠主辺の長さを６ｍｍとし、かつ、前記端欠主
辺の長さを８ｍｍとしたことを特徴とする曲尺。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれかに記載した曲尺であって、前記曲尺の両面に目盛りを設
けたことを特徴とする曲尺。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基礎の天面に載せる木造建築用の土台に対して、基礎ボルト用の穴を明ける
場合に、実際の基礎ボルトの位置を、現場において正確に、土台に罫書くことを可能とし
た曲尺に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　土台を基礎に固定するために、基礎の天面から多数の基礎ボルトが突き出している。ま
た、天面には土台を配置する位置を示す墨線が墨打ちされており、墨線に土台の側面を合
わせて、土台を基礎に据え付ける必要がある。
　従来、土台に基礎ボルト用の穴を明ける場合、基礎の天面に土台を載せ、墨線に平行に
して土台を仮置きした状態にする。そして、曲尺を基礎ボルトに当て、基礎ボルトの外面
と墨線との間の距離（以下「ボルト外面距離」という。）を測定した後に、ボルト外面距
離に基礎ボルトの半径を加えた値を算出し、これを基礎ボルトの中心と墨線との間の距離
（以下「ボルト中心距離」という。）としていた。
　また、土台の墨線方向における基礎ボルトの中心位置（以下「墨線方向ボルト位置」と
いう。）については、目視により曲尺を基礎ボルトの中心に合わせた状態として、罫書き
線や矢印などの印（以下「罫書き」という。）を付けていた。しかし、正確に曲尺を基礎
ボルトの中心位置に合わせることは困難であった。
【０００３】
　墨線方向ボルト位置の罫書きが正確でなかった場合は、基礎ボルトの配置と土台に設け
たボルト穴の配置とが会わず、基礎ボルトを土台のボルト穴に挿入することができない。
また、ボルト外面距離に基礎ボルトの半径を加えて、ボルト中心距離の値を算出する計算
を間違えた場合は、基礎ボルトをボルト穴に挿入して土台を基礎の天面に載せたときに、
墨線と土台の側面との位置が合わない。このような場合は、土台にボルト穴の穴開け加工
をやり直す必要があった。
　また、基礎ボルトは多数あることから、基礎ボルト毎にボルト中心距離の値を算出する
計算は面倒である。このため、正確に素早くまた簡単に、土台に基礎ボルトの位置を罫書
くことを可能にすることが望まれていた。
　従来、曲尺の外側角部に切欠部を設けた考案があった（例えば、特許文献１参照。）、
しかし、係る考案は、曲尺を被測定物にしっかりと押さえつけて被測定物を切断すること
を目的としており、基礎ボルトの中心位置を正確に罫書くことに貢献しない考案であった
。また、特許文献１に係る考案の切欠部は、ガイド兼用当接板の折り曲げを正確におこな
うために設けたものにすぎない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実公平　３－５３１２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、ボルト外面距離に基礎ボルトの半径を加えることにより、ボルト中心
距離の値を計算する作業を必要としない曲尺を提供することにある。また、墨線方向ボル
ト位置の罫書きを正確に行うことを可能とした曲尺を提供することにある。



(3) JP 6251630 B2 2017.12.20

10

20

30

40

50

【課題を解決するための手段】
【０００６】
　主枝部と妻枝部を有する曲尺において、主枝部の外辺と妻枝部の外辺の交点を曲尺角と
し、曲尺角の部分に、妻枝部に平行な欠妻辺と主枝部に平行な欠主辺とを有する切欠を設
け、主枝部の外辺に設けた目盛の原点を曲尺角とし、妻枝部の外辺に設けた目盛の原点を
欠主辺とし、さらに、欠主辺の長さを基礎ボルトの呼び径の半分の長さとする。
【発明の効果】
【０００７】
　欠主辺の長さを基礎ボルトの呼び径の半分の長さとしたので、基礎ボルトの外面に欠妻
辺を当てたときに、基礎ボルトの中心と主枝部の外辺に設けた目盛の原点とが一致する。
このため、主枝部の外辺に設けた目盛を読み取るだけで、何ら計算することなくボルト中
心距離の値を得ることができた。
　また、欠主辺の長さを基礎ボルトの呼び径の半分の長さとしたことから、基礎ボルトの
外面に欠妻辺を当てたときに、基礎ボルトの中心と妻枝部の外辺の延長線とが一致し、土
台に対する墨線方向ボルト位置の罫書きを正確かつ簡単に行うことができた。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】曲尺の正面図である。
【図２】曲尺を使用する状態を表した平面図である。
【図３】図２のＪ－Ｊ視である。
【図４】図２のＫ－Ｋ視である。
【図５】曲尺を使用する状態を表した平面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　主枝部と妻枝部とを有する曲尺であって、主枝部の外辺と妻枝部の外辺の交点を曲尺角
とし、曲尺角の部分に、妻枝部に平行な欠妻辺と主枝部に平行な欠主辺とを有する切欠を
設ける。さらに、主枝部の外辺に設けた目盛の原点を曲尺角とし、妻枝部の外辺に設けた
目盛の原点を欠主辺とし、欠主辺の長さを基礎ボルトの呼び径の半分の長さとする。この
ようにすると、基礎ボルトの外面に欠妻辺を当てたときに、妻枝部の外辺の延長線が基礎
ボルトの中心と一致するからである。
　基礎ボルトの呼び径は、ＪＩＳによりＭ８、Ｍ１０、Ｍ１２、Ｍ１６、Ｍ２０、Ｍ２４
、Ｍ３０、Ｍ３６、Ｍ４２、Ｍ４８と決まっている。建築用の基礎ボルトとしては呼び径
Ｍ１２が最も多く使用され、次に呼び径Ｍ１６が使用されている。従って、欠主辺の長さ
を、呼び径Ｍ１２の半分となる６ｍｍ又は呼び径Ｍ１６の半分となる８ｍｍ、のいずれか
とすることが好ましい。しかし、これにこだわるものではない。
　主枝部の外辺に設けた目盛及び妻枝部の外辺に設けた目盛については、曲尺の片面にの
み設けても構わないが、両面に設けると表裏をひっくり返す必要が無く好ましい。
【００１０】
　欠主辺が主枝部の内辺の延長線上に位置するよう配置した曲尺とする。
　このようにすると、主枝部の内辺を土台の側面に合わせたときに、妻枝部の外辺に設け
た目盛の原点が土台の側面と一致するため、墨線方向ボルト位置の罫書きを正確に行うこ
とができるからである。
　また、主枝部の端部に、妻枝部に平行な端欠妻辺と主枝部に平行な端欠主辺とを有する
切欠を設ける。さらに、主枝部の内辺に設けた目盛の原点を端辺とし、端欠主辺の長さを
基礎ボルトの呼び径の半分の長さとし、かつ、欠主辺の長さと端欠主辺の長さとを、互い
に異なる長さとする。そして、主枝部の内辺に設けた目盛については、曲尺の片面にのみ
設けても構わないが、両面に設けると表裏をひっくり返す必要が無く好ましい。
曲尺の表面及び裏面の両面に設けておくと、表裏をひっくり返す必要が無く好ましい。
　主枝部の端部に切欠を設けたのは、異なる呼び径の基礎ボルトが使用されている場合に
対応したものである。例えば、欠主辺の長さを、呼び径Ｍ１２の半分となる６ｍｍとした
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場合は、端欠主辺の長さを、呼び径Ｍ１０の半分となる５ｍｍ又は呼び径Ｍ１６の半分と
なる８ｍｍとするなど、欠主辺の長さと端欠主辺の長さとを、互いに異なる基礎ボルトの
呼び径の半分の長さとする。
【実施例１】
【００１１】
　図１に示したように、曲尺１は主枝部１ａと妻枝部１ｂとからなっている。主枝部１ａ
の外辺１ｈと妻枝部１ｂの外辺１ｋとの交点を曲尺角とし、曲尺角の部分に、妻枝部１ｂ
に平行な欠妻辺１ｄと主枝部１ａに平行な欠主辺１ｅとからなる切欠を設けた。
　また、欠主辺１ｅの長さＡを６ｍｍとし、呼び径Ｍ１２の基礎ボルトの外径１２ｍｍの
半分の長さとした。また、欠主辺１ｅが主枝部１ａの内辺１ｊの延長線上に位置するよう
構成した。
　そして、主枝部１ａの外辺１ｈに目盛１ｍを設け、目盛１ｍの原点を曲尺角とした。こ
のため目盛１ｍは原点からＡの長さ分を欠いた目盛りとなっている。さらに、妻枝部１ｂ
の外辺１ｋに目盛１ｎを設け、目盛１ｎの原点を欠主辺１ｅとした。
　また、主枝部１ａの端辺１ｆと主枝部１ａの外辺１ｈとが交差する部分に、妻枝部１ｂ
と平行な端欠妻辺１ｇと主枝部１ａと平行な端欠主辺１ｑとを有する切欠を設けた。
　このとき、端欠主辺１ｑの長さＢを８ｍｍとし、呼び径Ｍ１６の基礎ボルトの外径１６
ｍｍの半分の長さとした。そして、主枝部１ａの内辺１ｊに目盛１ｐを設け、目盛１ｐの
原点を端辺１ｆとした。
　さらに、外辺１ｈの目盛１ｍ、外辺１ｋの目盛１ｎ及び内辺１ｊの目盛１ｐのいずれの
目盛りについても、曲尺１の両面に設けた。
【００１２】
　図２～図４に示すように、基礎２の天面２ａから上に向かって、呼び径１２の基礎ボル
ト２ｂが多数突き出している。また、天面２ａには土台３を配置する位置を示す墨線２ｄ
が墨打ちされており、墨線２ｄに土台３の側面３ｂを合わせて、土台３を基礎２に据え付
けなければならない。
　まず、基礎２の天面２ａの上に土台３を載せ、側面３ｂが墨線２ｄに対して平行になる
ようにして土台３を配置する。そして、基礎２の天面２ａに曲尺１を置き、基礎ボルト２
ｂの外面に曲尺１の欠妻辺１ｄを当てる。
　曲尺１の欠主辺１ｅの長さＡは６ｍｍであり、呼び径Ｍ１２の基礎ボルトの外径１２ｍ
ｍの半分の長さであるので、基礎ボルト２ｂの外面に曲尺１の欠妻辺１ｄを当てると、目
盛１ｍの原点は自動的に基礎ボルト２ｂの中心線上に位置する。
　従って、目盛１ｍを使用して墨線２ｄの位置を読み取ることにより、基礎ボルト２ｂの
中心と墨線２ｄとの間の距離である、ボルト中心距離Ｄを測定することができる。
【００１３】
　続いて、曲尺１の妻枝部１ｂを土台３の上面３ａに置き、曲尺１の主枝部１ａの内辺１
ｊを土台３の側面３ｂに合わせ、目盛１ｎにおいてボルト中心距離Ｄを示す位置に罫書き
３ｄを印す。目盛１ｎの原点は欠主辺１ｅにあり、欠主辺１ｅは主枝部１ａの内辺１ｊの
延長線上に位置するため、主枝部１ａの内辺１ｊを側面３ｂに合わせると、目盛１ｎの原
点が側面３ｂ上に位置することになり、土台３の上面３ａにボルト中心距離Ｄに一致した
罫書き３ｄを正確に印すことができる。
　また、曲尺１の主枝部１ａの内辺１ｊを土台３の側面３ｂに合わせた状態で、曲尺１の
欠妻辺１ｄを基礎ボルト２ｂの外面に当て、妻枝部１ｂの外辺１ｋに沿って、土台３の上
面３ａに罫書き３ｅを印す。基礎ボルト２ｂの外面に曲尺１の欠妻辺１ｄを当てると、自
動的に妻外辺１ｋの延長線が基礎ボルト２ｂの中心と一致するので、土台３の墨線方向に
おける基礎ボルト１２の中心位置である、墨線方向ボルト位置の罫書き３ｅを正確に印す
ことができる。
　そして、罫書き３ｄと罫書き３ｅとの交点に基礎ボルト用の穴開け加工を施し、土台３
を基礎２の天面２ａに載せる。このようにすれば、多数のボルト穴と基礎ボルト２ｂとが
全て一致するだけでなく、土台３の側面３ｂと墨線２ｄとが一致するので、土台３を正確
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【００１４】
　また、一部の基礎５に呼び径１６の基礎ボルト５ｂが使用されている場合は、図５に示
すように、基礎５の天面５ａの上に土台３を載せ、側面３ｂが墨線５ｄに対して平行にな
るようにして土台３を配置する。そして、基礎５の天面５ａに曲尺１を置き、基礎ボルト
５ｂの外面に曲尺１の端欠妻辺１ｇを当てる。
　曲尺１の端欠主辺１ｑの長さＢは、呼び径１６の基礎ボルトの外径１６ｍｍの半分の長
さとなる８ｍｍであるので、基礎ボルト５ｂの外面に曲尺１の端欠妻辺１ｇを当てると、
目盛１ｐの原点は自動的に基礎ボルト５ｂの中心線の上に位置し、目盛１ｐを使用して墨
線５ｄの位置を読み取ることにより、基礎ボルト５ｂの中心と墨線５ｄとの間の距離であ
る、ボルト中心距離Ｅを測定することができる。
　その後、曲尺１を土台３の上面３ａに置き、土台３の側面３ｂからＥの位置に罫書き３
ｆを印せば、土台３の上面３ａにボルト中心距離Ｅに一致した罫書き３ｆを正確に印すこ
とができる。
【産業上の利用可能性】
【００１５】
　本発明は、木造建築用の土台の施工を行う建築産業や曲尺を製造販売する産業で利用さ
れる。
【符号の説明】
【００１６】
１　：曲尺　　　　　　　　　　１ａ：主枝部　　　　　　　　　１ｂ：妻枝部
１ｄ：欠妻辺　　　　　　　　　１ｅ：欠主辺　　　　　　　　　１ｆ：端辺
１ｇ：端欠妻辺　　　　　　　　１ｈ：外辺　　　　　　　　　　１ｊ：内辺
１ｋ：外辺　　　　　　　　　　１ｍ：目盛　　　　　　　　　　１ｎ：目盛
１ｐ：目盛　　　　　　　　　　１ｑ：端欠主辺　　　　　　　　２　：基礎
２ａ：天面　　　　　　　　　　２ｂ：基礎ボルト　　　　　　　２ｄ：墨線
３　：土台　　　　　　　　　　３ａ：上面　　　　　　　　　　３ｂ：側面
３ｄ：罫書き　　　　　　　　　３ｅ：罫書き　　　　　　　　　３ｆ：罫書き
５　：基礎　　　　　　　　　　５ａ：天面　　　　　　　　　　５ｂ：基礎ボルト　　
５ｄ：墨線　　
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